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――４月の市長就任後、市
政運営で感じることは。
問題は人が少なくなっている
こと。会社も減り、街の活力も
失われてくる。そうすると若い
人は魅力を感じなくなり都市へ
流出する。広島県で１番広い庄
原市だが、人が少ない。人口の
減少数は年間約600人で、そ
のうち社会減が約150人だ。
高齢化率は約38％で２年後に
は４割に達するだろう。だから
都会からいかに人を連れてくる
かが重要で、魅力を訴えるしか
ない。広島県は「おしい！広島
県」をキャッチフレーズにして
いるが、庄原市は「欲しい！若
者」がテーマだと思っている。

――魅力をどう打ち出す。
選挙期間中から「庄原いちば
ん」を訴えてきた。「いちば
ん」と言っても具体的に他と比
べて順番が１番になると言って
いるのではない。庄原を「いち

牛」で売り出された。このブラ
ンドを復活させるか検討中だ。
道の駅での発信にも力を入れ
る。高速道路「尾道松江線」の
インターチェンジ近くに道の駅
を作っている。道の駅を玄関口
として、地域の情報を発信し、
域内を周遊してもらいたい。

――総合計画を見直す。
合併時に15年度までの10年
間の総合計画が策定された。こ
れを来年から見直す。「産業」
「安心」「にぎわい」を柱に活
力を取り戻し、市の一体感を醸
成したい。８月から、まちづく
りプランナー・モニター事業を
始めた。市民に登録してもらい、
インターネットで政策提案をし
たり、施策への評価をしてもら
うものだ。
庄原市の財政力は市として県
内最下位だ。ただ、行革などで
好転している。福祉を手厚くし
ているので財政的に厳しい面は
あるが、福祉は大きな柱。これ
からも他自治体の先行事例とな
るよう取り組みたい。
�（聞き手は編集長　野間　清尚）

ばん良いところ」と思ってもら
い、「行ってみようかな」とい
う気持ちになってもらう心の
「いちばん」をめざす発想だ。
市長就任後、３つのいちばん
作りに着手した。「地域産業」
「暮らしの安心」「にぎわいと
活力」だ。農業、林業の基幹産
業に力を注ぎ、地域の力を蘇ら
せたい。高齢化が進んでいるが、
長生きは良いことだ。安心して
暮らせる地域を作っていきたい。
にぎわい作りは観光から始めた
い。この地域は文化財もあるの
で、これらを蘇らせて、そこへ
人が集うように、そこへものが
売れるような仕組みを作りたい。

――PRが足りない。
庄原は１市６町が合併、自然
や観光資源は豊富だ。有名な観
光地では帝釈峡がある。神楽の
ような伝統行事、特色ある祭り
もある。ただ観光客数は2012
年度に227万人と６年前の271
万人から減っている。地域のブ
ランド化も重要だ。庄原は広島
の米の一大産地で庄原米は大阪
のコンテストで２年連続で１位
になった。牛は現在、広島牛と
呼んでいるが、かつて「比
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「産業」「安心」「にぎわい」柱に
「庄原いちばん」で若者呼び込み
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原市　広島県北東部に位置し
人口約３万9000人。東は岡山

県、北は島根県、鳥取県に隣接。

中国山地に囲まれ基幹産業は農

林業。


